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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月6日(2017.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とする金属織物であって、
前記縦糸用金属線と前記横糸用金属線とが異種金属材料からなり、
　前記縦糸用金属線の延在方向に、第一横糸用金属線が所定の幅領域に並列してなる第一
織込領域と、
　前記縦糸用金属線の延在方向に、第二横糸用金属線が所定の幅領域に並列してなる第二
織込領域と、を有し、
　前記第一横糸用金属線と前記第二横糸用金属線とが異なる金属線からなることを特徴と
する金属織物。
【請求項２】
　縦糸方向の曲げ強さと、横糸方向の曲げ強さとが、異なる請求項１に記載の金属織物。
【請求項３】
　前記縦糸用金属線の曲げ強さと、前記横糸用金属線の曲げ強さとが異なる請求項２に記
載の金属織物。
【請求項４】
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　前記縦糸用金属線の曲げ強さが、前記横糸用金属線の曲げ強さより大きい請求項３に記
載の金属織物。
【請求項５】
　波形状かつ所定方向に延在する前記縦糸用金属線の縦糸第一頂点と、前記縦糸第一頂点
に隣り合う前記縦糸用金属線の縦糸第二頂点との高低差Ａと、
　波形状かつ所定方向に延在する前記横糸用金属線の横糸第一頂点と、前記横糸第一頂点
に隣り合う前記横糸用金属線の横糸第二頂点との高低差Ｂと、が異なる請求項１から４の
いずれか一項に記載の金属織物。
【請求項６】
　前記縦糸用金属線の曲げ強さが、前記横糸用金属線の曲げ強さよりも大きく、かつ、
前記高低差Ａよりも前記高低差Ｂが大きい請求項５に記載の金属織物。
【請求項７】
　前記第一横糸用金属線に含まれる金属の主成分と、前記第二横糸用金属線に含まれる金
属の主成分とが、異種である請求項１から６のいずれか一項に記載の金属織物。
【請求項８】
　前記縦糸用金属線または前記横糸用金属線の延在方向において、部分的にメッシュ数が
変更されている請求項１から７のいずれか一項に記載の金属織物。
【請求項９】
　前記縦糸用金属線に含まれる金属の主成分と、前記横糸用金属線に含まれる金属の主成
分と、が異種である請求項１から８のいずれか一項に記載の金属織物。
【請求項１０】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とする金属織物であって、
前記縦糸用金属線と前記横糸用金属線とが異種金属材料からなり、
　前記縦糸用金属線がステンレス鋼であり、前記横糸用金属線が黄銅であることを特徴と
する金属織物。
【請求項１１】
　前記縦糸用金属線の曲げ強さよりも前記横糸用金属線の曲げ強さが小さく、かつ、
　前記縦糸用金属線の引張破断強度（Ｎ）を前記縦糸用金属線の前記曲げ強さで除した値
よりも、前記横糸用金属線の引張破断強度（Ｎ）を前記横糸用金属線の前記曲げ強さで除
した値が大きい請求項１から１０のいずれか一項に記載の金属織物。
【請求項１２】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とする金属織物であって、
前記縦糸用金属線と前記横糸用金属線とが異種金属材料からなり、
　前記縦糸用金属線または前記横糸用金属線の一方が、第一の金属材料からなる金属線お
よび第二の金属材料からなる金属線を含む混合体であり、
　前記縦糸用金属線または前記横糸用金属線の他方が、前記第一の金属材料からなる金属
線を含まず、前記第二の金属材料からなる金属線を含むことを特徴とする金属織物。
【請求項１３】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とする金属織物であって、
前記縦糸用金属線と前記横糸用金属線とが異種金属材料からなり、
　前記縦糸用金属線および前記横糸用金属線が、第一の金属材料からなる金属線および第
二の金属材料からなる金属線を共に含む混合体であり、
　前記第一の金属材料からなる金属線と前記第二の金属材料からなる金属線との本数比が
、前記縦糸用金属線と前記横糸用金属線とで相違することを特徴とする金属織物。
【請求項１４】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とし、前記縦糸用金属線と前記横糸用金
属線とが異種金属材料からなる金属織物を含んで構成されることを特徴とする室内装飾品
。
【請求項１５】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とし、前記縦糸用金属線と前記横糸用金
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属線とが異種金属材料からなる金属織物と、前記金属織物の外縁を支持する枠体と、を有
することを特徴とする仕切り部材。
【請求項１６】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とし、前記縦糸用金属線と前記横糸用金
属線とが異種金属材料からなる金属織物を含んで構成されることを特徴とする衣類。
【請求項１７】
　縦糸用金属線を縦糸とし、横糸用金属線を横糸とし、前記縦糸用金属線と前記横糸用金
属線とが異種金属材料からなる金属織物を含んで構成されることを特徴とする電磁波シー
ルド部材。
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